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たくさんの「ありがとう」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副園長　川畑　優





　今年度が始まって約２か月が経ちました。このところは、週明けの月曜日に雨が多かったり、湿度が高い日が多かったりして、梅雨の気配を感じる季節となりました。どんよりとした曇り空の日も、全力で鬼遊びをする子どもたちを見て、元気をもらっています。


さて、先日５月２４日に、昨年度お世話になった先生方をお招きして、離任式を行いました。子どもたちは、式にいらした５名の先生方との久しぶりの再会を喜んでいました。また、先生方のお話を興味津々で聞いていました。


4月、年長児の多くは、幼稚園からいなくなった先生がいることに気付き「〇〇先生、どこに行っちゃったの」などと、驚きや寂しさを感じているようでした。けれども連休明けに、担任から、先生方をお招きする「離任式」について知らされると「また会えるんだね」と期待をもち「じゃあ、何をする？」とおもてなしの相談を始めていました。昨年度の離任式の様子も思い出し、先生方をホールに案内するなどの係を分担したり、心を込めてプレゼントと飾りをつくったりしていました。準備は万端です。


ですが、いざ式の練習を行うと、いくつかの課題が出てきました。そのうちのひとつは、プレゼント係の３人から出た「リボンがこっち向きなんだから」「先生から見たら反対じゃない」「３人で真っすぐ持とうよ」ということでした。先生役の私は、プレゼントにしわが寄らないかハラハラして聞きながら、何だか嬉しくなりました。子どもたちなりの「ありがとう」が伝わってきたからです。


離任式を通して子どもたちは、友達と「感謝の気持ちを伝える」という目的を共有し、協力することを経験していました。この姿が、離任式に参加していた年中組の子どもたちの心に残っていくことを願っています。６月も、教職員のチームワークを基に子どもたちの動きや言葉を受け止め、教育活動を行ってまいります。


保護者の皆様におかれましては、今後も水分と休息を十分にとり、お子さんの健康管理を、よろしくお願いいたします。また、たっぷりと睡眠をとることも心掛けていきましょう。6月８日（土）には、「保護者と遊ぶ会」があります。３歳児は「親子ふれあい体操」、4・5歳児は日本コオディネーショントレーニング協会の先生による活動と保護者向け講話があります。親子で触れ合い体を動かす楽しさを味わい、子どもたちの経験や学びを広げていきましょう。














